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　10月になり、収穫の時期を迎えました。
　今年は、６月から７月にかけての長雨や
日照不足により、残念ながら豊作とはいえな
い状況です。しかし、新米を楽しめるのは
やはりうれしいことで、農家の皆さんのご苦
労を思いながらおいしくいただいています。
　今年から国営緊急農地再編整備事業（旭
東東神楽地区）の工事が始まりました。東
神楽小学校向かいの土地をおおむね1枚の
水田を約２ヘクタール（傾斜地は約１ヘク
タール）にし、あわせてかんがい排水や農
道を整備するものです。これにより作業効率
も良くなり、コストの削減も期待できます。
　聖台地区、旭川市西神楽を中心とする旭
東地区も平成31年度の新規着手地区とし
て、現在国の概算要望に掲載されており、
来年度から事業着手、再来年度から工事着
工が期待されています。
　現在農業は厳しい状況にはありますが、
農業後継者が戻ってきて、農協青年部も人
数が大幅に増えているなど、明るい話題もた
くさんあります。
　また、直売所など地元の野菜を販売する
ところも増えてきており、さまざまな種類の
新鮮な野菜も食べられるようになりました。
　地域が地元の産品を食べて農業を支えて
いくことも大切です。何より、『おいしい、新
鮮、手頃』など、魅力がたくさんあります。
　もう直売の時期も終了しますが、これから
も地元野菜を楽し
めることを期待して
います。
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ὸ83-3323
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ὸ83-3769



ਓߦࣄͷӡӦͳͲͷঢ়گ
৬һʹɺͦͷࣄͱʹԠͯ͡څ༩Λ͍ͯ͠څࢧま͢ɻ町৬һͷڅ༩ɺࠃํ࣏ࣗମ৬һɺຽؒۀا
ͷڅ༩Λ౿ま͑ͯ町ٞձͰ৹ٞ͞Εɺ条ྫͰఆΊΒΕ͍ͯま͢ɻ͜ͷΑ͏ʹͯ͠ఆΊΒΕͨ町ͷڅ༩੍ɺ
४ʹ४ͨ͡ͷʹͳ͍ͬͯま͢ɻجͷࠃ

ɹ૯՝ɹὸ �������

̍ɽ৬һの໔͓Αͼ৬һʹؔ͢Δঢ়گ

ᶃ৬һの࠾༻͓Αͼୀ৬ʹؔ͢Δঢ়گ� ʢ�)��.�.�ʙ)��.�.��ʣ

۠ɹ ฏ29年度
ॳ৬員 用ऀ࠾ ୀ৬ऀ ฏ�0年度

ॳ৬員
Ұൠ৬ 121 � � 121
ٕ࿑務৬ � 0 0 �
合ɹܭ 124 � � 124

ᶄ෦ผ৬һのঢ়گ� ʢ֤�݄�日ࡏݱʣ

۠ɹ ৬員 ରલ年
૿減෦ɹ ฏ29年 ฏ�0年

Ұൠߦ

ٞɹɹ会
૯ɹɹ務
税ɹɹ務
ຽɹɹੜ
Ӵɹɹੜ
ྛ水産
ɹɹ
土ɹɹ木

2
25
8
29
12
9
�
8

2
24
8
�0
12
10
�
8

0
˛1
0
1
0
1
0
0

小ɹܭ 96 9� 1

ಛผߦ
教ɹɹ育 20 20 0
小ɹܭ 20 20 0

ܭ業会ا

水ɹɹ道
Լç水ç道
そçのçଞ

2
2
4

2
2
�

0
0

˛1
小ɹܭ 8 � ˛1

合ɹܭ 124 124 0

̎ɽ৬һのڅ༩のঢ়گ

ᶃਓ݅අのঢ়گ� ʢ�ฏ��のී௨ձࢉܾܭ�ʣ

住ج
ਓޱ

（H�0����1)

歳ग़ֹ
(̖)

࣮࣭
ऩ支

ਓ݅費
(̗)

ਓ݅
費率
(̗�̖)

ʲߟࢀʳ
28年度
ਓ݅費率

10��4ਓ 66ԯ
1925ສԁ

1ԯ
6999ສԁ

9ԯ
92�5ສԁ 15�0ˋ 16�5ˋ

ᶄ৬һڅ༩අのঢ়گ� ʢ�ฏ��のී௨ձࢉܾܭ�ʣ

৬員
(̖)

༩費څ １ਓ
ͨり
༩費څ
(̗�̖)

料څ
期末・
ษखۈ


৬員
ख (̗)ܭ

124ਓ 4ԯ
6155ສԁ

1ԯ
8552ສԁ 8206ສԁ �ԯ

291�ສԁ 588ສԁ

ᶅ৬һのฏڅۉྉ݄ ɾֹฏڅۉ༩ֹ݄͓Αͼฏۉྸのঢ়گ
� 
�ࡏݱ�.�.��(�	

۠ɹ ฏڅۉ料月ֹ ฏڅۉ༩月ֹ ฏۉ年ྸ
Ұൠߦ৬ �2ສ400ԁ ��ສ100ԁ 42�0歳
ٕ࿑務৬ �2ສ1�00ԁ �2ສ6200ԁ 5��0歳

ᶆ৬һのॳڅのঢ়گ� 
�ࡏݱ�.�.��(�	

۠ɹ
東神楽町 国
ܾ定ॳڅ ܾ定ॳڅ

Ұൠߦ৬
େֶଔ 1�ສ8200ԁ 1�ສ8200ԁ
ଔߍߴ 14ສ6100ԁ 14ສ6100ԁ

ᶇ৬һのݧܦผɺֶྺผฏڅۉྉֹ݄のঢ়گ�	ࡏݱ�.�.��(��


۠ɹ 年10年ݧܦ
Ҏ্15年ະຬ

年15年ݧܦ
Ҏ্20年ະຬ

年20年ݧܦ
Ҏ্25年ະຬ

Ұൠ
৬ߦ

େֶଔ 29ສ5200ԁ ��ສ�800ԁ ��ສ2500ԁ
ଔߍߴ ʵ 2�ສ2400ԁ ��ສ5500ԁ

ٕ
࿑務৬ ଔߍߴ ʵ ʵ ʵ

ᶈҰൠߦ৬のڃผ৬һのঢ়گ� 
�ࡏݱ�.�.��(�	

৬務のڃ ڃ１ ڃ̎ ڃ３ ڃ̐ ڃ̑ ڃ̒

ඪ४తな
৬務内༰ ओ事

ओ事
・
ٕ師

ओ
・
ओࠪ

ओࠪ
・

՝ิࠤ

ओװ・
՝ิ ・ࠤ
՝

事ࢀ
・
՝

৬員 10 8 18 25 1� 9
比ߏ 11�5ˋ 9�2ˋ 20��ˋ 28�8ˋ 19�5ˋ 10��ˋ

ᶉ৬һखのঢ়گ

۠ 東神楽町 国

期末ख
ษखۈ

<߹ׂڅࢧ>
 खظ 06月期  1�225月
  12月期  1���5月
    2�60月ܭ
勤ษख  06月期  0�85月
  12月期  0�95月
    1�8月ܭ
৬制্のஈ֊ɺ৬務のڃに
よΔՃࢉાஔ༗り

<߹ׂڅࢧ>
 खظ 06月期  1�225月
  12月期  1���5月
    2�60月ܭ
勤ษख  06月期  0�8月
  12月期  0�9月
    1��月ܭ
৬制্のஈ֊ɺ৬務のڃに
よΔՃࢉાஔ༗り

ୀ৬ख

<څࢧ>
ʻࣗݾ߹ʼ
ɹۈଓ20年    20�445月
ɹۈଓ25年    29�145月
ɹۈଓ�5年    41��25月
ɹߴ࠷限度    49�59月
ʻקɾఆʼ
ɹۈଓ20年 ɹɹ  25�55625月
ɹۈଓ25年   �4�5825月
ɹۈଓ�5年    49�59月
ɹߴ࠷限度    49�59月

<څࢧ>
ʻࣗݾ߹ʼ
ɹۈଓ20年    20�445月
ɹۈଓ25年    29�145月
ɹۈଓ�5年    41��25月
ɹߴ࠷限度    49�59月
ʻקɾఆʼ
ɹۈଓ20年 ɹɹ  25�55625月
ɹۈଓ25年   �4�5825月
ɹۈଓ�5年    49�59月
ɹߴ࠷限度    49�59月

౦ਆָொߦਓࣄ
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地域ख

支څର地域 ࢢຈࡳ 東ژ
支څ率 �ˋ 20ˋ
支څର৬員 1 1
国の制度（支څ率） �ˋ 20ˋ
支څର৬員１ਓͨり
ฏۉ支څ年ֹ 12ສ��68ԁ 54ສ5040ԁ

֎ؒ࣌
務खۈ

ฏ
28年度

支څ૯ֹ 1985ສ�1�0ԁ
<支څର> ৬員１ਓ
ͨり支څ年ֹ 24ສ8164ԁ

ฏ
29年度

支څ૯ֹ 1908ສ5058ԁ
<支څର> ৬員１ਓ
ͨり支څ年ֹ 20ສ9�25ԁ

ಛघ
務खۈ
(ฏ29年度）

۠ɹ શ৬種
৬員શମにΊΔख支څ৬員の
ׂ合（ڀݚखআく） 52�8ˋ

支څ৬員１ਓͨり
ฏۉ支څ年ֹ（ڀݚखআく） 18��ԁ

खの種ྨ（ख） 4 

खの໊শ ओな支څର業務 支څ୯Ձ
છප
Ӹख

৬員͕છපՈなどの
消ಟɺࢦಋにै事しͨと͖ 1日ç500ԁ

などࡂ
ग़ಈख

৬員͕߽Ӎɺ火ࡂなどҟৗなࣗવ
作業にै事ٸなどにग़ಈしԠࡂ
しͨと͖

1日1000ԁ

ਓࢮཱྀߦ
औѻख

ਓのऩ༰ɺऔりѻいにैࢮཱྀߦ
事しͨと͖ 1日1000ԁ

खڀݚ
国ຽ健康保険診ྍॴҩ師ͨΔ৬員
͕ެऺӴੜの্のͨΊඞཁなݚ
調ࠪにै事しͨと͖ڀ

月ֹ 25ສԁ

۠ 内ɹ༰ 国の制度
とのಉҟ

国の制度と
ҟなΔ内༰

ැཆख
配ऀۮɿ1ສ�000ԁ 
子などɿ6500ԁ
ಛ定期ؒՃࢉɿ5000ԁ

ಉ

住ډख

ࣗΒډ住すΔͨΊの住宅Λआ
りड͚ݱに֘住宅にډ住
しɺ月ֹ1ສ2000ԁΛえΔ
Ո賃Λ支っていΔ৬員（限
度2ສ�000ԁ）ࣗݾのॴ༗に
住していΔ৬員ډΔ住宅に
でੈଳओであΔもの（月ֹ
�000ԁ）

ҟ

のݾࣗ
ॴ༗に
Δख
（�000ԁ）

௨ۈख
交௨ؔػར用ऀ�ӡ賃など相
ֹ支څ
ࣗಈंなどར用ऀɿย道2LN
Ҏ্でڑにより支څ

ಉ

ᶊಛผ৬のใुͳͲのঢ়گ� 
�ࡏݱ�.�.��(�	

۠ 料(ใु)月ֹڅ 期末ख
町ɹ �0ສԁ

4月
（ฏ29年度支ׂڅ合）

෭町 59ສԁ
教育 55ສԁ
ٞɹ 24ສ9000ԁ
෭ٞ 19ສ5000ԁ
ٞɹ員 16ສ8000ԁ

̏ɽ勤ͦؒ࣌のଞの勤݅のঢ়گ

ᶃ৬һの勤ؒ࣌ʢඪ४తͳのʣ

１िؒの
ؒ࣌務ۈ

のׂりৼりؒ࣌務ۈ
始業 終業 休ؒ࣌ܜ ि休日

45ؒ࣌�8 8ɿ�0 1�ɿ15 12ɿ00～1�ɿ00 土・日

ᶄ࣍༗څ休Ջのऔಘঢ়گ� ʢ�)��.�.�ʙ)��.��.���ʣ

૯༩日 ૯用日 શର৬員 ฏۉ用日
46�0日 1040日 124 8��日

̓ɽ৬һの͓ࢱΑͼརӹのอޢのঢ়گ

ᶃ݈߁அのঢ়گ� ʢ�)��.�.�ʙ)��.�.���ʣ

種ɹྨ ରऀ ड診ऀ
ਓؒυοΫ・૯合健診 100 ��
定ɹ期ɹ健ɹ康ɹ診ɹஅ 4 �

ᶄެิࡂঈのঢ়گ� ʢ�)��.�.�ʙ)��.�.���ʣ

Ճೖஂମ ݅ࡂ の֓ཁࡂ
地ํެ務員ิࡂঈج金 1 ંࠎ

̔ɽެฏҕһձʹΔۀのঢ়گ

ᶃ勤݅ʹؔ͢Δાஔのཁٻのঢ়گ� ʢ�)��.�.�ʙ)��.�.���ʣ

ાஔཁ݅ٻ ાஔཁٻの֓ཁ
0 ʵ

ᶄෆརӹॲʹؔ͢Δෆਃཱのঢ়گ� ʢ�)��.�.�ʙ)��.�.���ʣ
ෆ申ཱ݅ ෆ申ཱの֓ཁ

0 ʵ

̑ɽ৬һののঢ়گ

৬һのӦརۀاͳͲのैڐࣄՄのঢ়گ� ʢ�)��.�.�ʙ)��.�.���ʣ
۠ɹɹɹ 申݅ Մ݅ڐ

営རا業などのै事ڐՄ申 4 4

̒ɽ৬һのݚमのঢ়گ

৬һݚमのঢ়گ� ʢ�)��.�.�ʙ)��.�.���ʣ

म۠ݚ ड講ऀ म内༰などݚ
मݚमॴݚ 16 北ւ道ࢢ町ଜ৬員ݚमηンター ΄͔
各種ઐݚम 41 ๏務ݚम・ ϝンタルϔルεηミナー ΄͔
৬場内ݚम 229 ͔΄ मݚίミϡニέーγϣン・ൃܒݾࣗ
そのଞのݚम 9 ࡦ事ྫ調ࠪڀݚ事業

̐ɽ৬һの͓ݶΑͼռॲのঢ়گ

ᶃݶॲऀ� ʢ�)��.�.�ʙ)��.�.���ʣ

ॲ事༝ ߱ ໔৬ 休৬ ܭ
務࣮͕良くない場合ۈ 0 0 0 0
৺のނোの場合 0 0 2 2
৬にඞཁなద֨ੑΛܽく場合 0 0 0 0
৬制ɺ定վഇɺ༧ࢉ減গによ
りա員Λੜͨ͡場合 0 0 0 0

ૌ͞れͨ場合ى事事݅にؔしܐ 0 0 0 0

ᶄռॲऀ� ʢ�)��.�.�ʙ)��.�.���ʣ

ॲ事༝ ռࠂ 減څ ఀ৬ ໔৬ ܭ
๏ྩҧ 0 0 0 0 0
৬務্のٛ務ҧ 0 0 0 0 0
શମのไͨऀΔにふ
͞わしくないඇߦ 0 0 0 0 0

͖ͯ͢ͳসإͱՖͷ·ͪ�ͻ͕͔͙͠Βɹ平成30ʢ2018ʣ年ɾ11月
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ニ
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ฏ ��ͷொ੫ͳͲͷೲ܁ӽ૯ֹΛ͓Βͤ͠·͢
 

税務課収納対策グループからのお知らせ　☎ 83-5404

ೲ܁ӽֹʹ͍ͭͯ
東神楽町੫のೲ܁ӽֹʢฏ��ʣ

平成28年Ҏલͷ
܁܁ӽֹʗ݅

平成29年ͷ
܁܁ӽֹʗ݅

ೲ܁ӽ
૯ֹ߹ܭ

町 ຽ ੫ �������ԁ
�1݅

���11��ԁ
1�1݅ 1�������ԁ

ݻ ఆ ࢿ ࢈ ੫ ���1���ԁ
��݅

�������ԁ
��݅ 11���1��ԁ

 ࢢ ܭ ը ੫ 1������ԁ
��݅

������ԁ
��݅ ����1��ԁ

ܰ ࣗ ಈ ं ੫ �����ԁ
�݅

�1�1��ԁ
��݅ ������ԁ

๏ ਓ 町 ຽ ੫ �1����ԁ
�݅

������ԁ
�݅ �1����ԁ

੫ݥอ߁ຽ݈ࠃ �������ԁ
1�݅

�ԁ
�݅ �������ԁ

อ ҭ ॴ อ ҭ ྉ 1�1���1ԁ
�݅

������ԁ
�݅ 1�����1ԁ

ֶ ߍ څ ৯ අ ������ԁ
1�݅

������ԁ
��݅ 1���1�1ԁ

༮ ஓ Ԃ อ ҭ ྉ �ԁ
�݅

1����ԁ
1݅ 1����ԁ

ֶಐอҭอҭྉ �1���ԁ
�݅

1�����ԁ
�݅ 1�����ԁ

ެӦॅ༻ྉ �������ԁ
1�݅

�1����ԁ
11݅ �������ԁ

Լ ਫ 道  ༻ ྉ 1������ԁ
��݅

�1����ԁ
��݅ ���1���ԁ

ਫ 道  ༻ ྉ �����ԁ
�݅

1�����ԁ
�1݅ ������ԁ

町 ੫  ܭ ��1�����ԁ
���݅

11������ԁ
���݅ ��������ԁ

େઇ۠Ҭ࿈߹อݥྉのೲ܁ӽֹʢฏ��ʣ
େઇ۠Ҭ࿈߹
ࠃ ຽ ݈ ߁ อ ݥ ྉ

��������ԁ
��݅

�������ԁ
�1݅ ����1���ԁ

େઇ۠Ҭ࿈߹ 
հ ޢ อ ݥ ྉ

1��1���ԁ
1�݅

������ԁ
1�݅ 1������ԁ

େઇ۠Ҭ࿈߹
ྉݥҩྍอྸߴظޙ

1�1���ԁ
�݅

1�����ԁ
�݅ ������ԁ

େ ઇ  ۠  Ҭ ࿈ ߹
อ ݥ ྉ ܭ

����1���ԁ
��݅

�������ԁ
1��݅ ��������ԁ

౦ਆָொે੫ෛ୲ͳͲͷެฏੑΛอͭͨΊɺ

ொ੫ೲॲڅਫఀࢭɺެ Ӧॅͷ

໌͚͠ٻͳͲΛڧԽ͍ͯ͠·͢ɻ

平成30ʢ2018ʣ年ɾ11月ɹ͖ͯ͢ͳসإͱՖͷ·ͪ�ͻ͕͔͙͠Β

町੫ɾ֤छ༻ྉのೲ܁ӽֹ

��������ԁͰ͢
େઇ۠Ҭ࿈߹อݥྉのೲ܁ӽֹ

��������ԁͰ͢
　町では、滞納整理に努めており、ほとんどの住民の皆
さんは町税などを完納されていますが、いまだに納税な
どに対する意識が低い方も少なくありません。このこと
は厳しい家計のやりくりの中から優先して納税してくだ
さる方との均衡が保てず、公平・公正性を期する観点か
らも、決して見過ごす事のできないものです。
　諸般の事情により納期限までに納めることが困難な場
合は分割納付の方法があります。また、災害や疾病、リ
ストラなどにより全額を納めることができない場合は減
免申請により減免される場合があります。いずれの場合
も悩まずに早めに税務課収納対策グループにご相談くだ
さい。
　なお、残念ながら、納税などに対する意識が低い場合
や、納付相談の催告などに応じない場合などは、やむを
得ず法的措置（給料などの債権・不動産・その他財産の
差押え）をもって強制的に徴収することになります。
　住民の皆さんには事情をご理解いただき、町税などの
納付にご協力をいただきますようお願い申し上げます。

ʲެฏੑΛอͭͨΊೲॲͳͲʹ݅ͨͬࢸʳ
˙町੫ͳͲೲॲʢෆಈ࢈ɾݖ࠴のࠩԡ͑ɺ୲อのఏڙʣ
・̝2�年4月１日～̝28年�月�1日ʜ61݅ ࠩԡճऩֹ
ɹ211226�ԁ（څ料などの48݅ݖ࠴ɺಈ産1݅ɺෆಈ産12݅）
・̝28年4月１日～̝29年�月�1日ʜ18݅ ࠩԡճऩֹ 
ɹ1�822��ԁ（څ料などの16݅ݖ࠴ɺෆಈ産̎݅）
・̝29年4月１日～̝�0年�月�1日ʜ�1݅ ࠩԡճऩֹ 
ɹ206586�ԁ（څ料などの29݅ݖ࠴ɺෆಈ産̎݅）
˞ࠩԡճऩֹはࠩԡによりೖ金͞れֹͨでɺ
ɹそのޙのࣗओ納などはؚまれていまͤΜɻ

˙ਫಓ༻ྉೲʹ͔͔Δڅਫఀࢭ
・48 ݅（ฏ 25 年度までɿ20 ݅ɺฏ 26 年度ɿ
11 ݅ɺฏ 2� 年度ɿ8݅ɺฏ 28 年度ɿ4݅ɺ
ฏ 29 年度ɿ̑݅）
˙ެӦॅ༻ྉೲʹ͔͔Δૌুखଓ͖ɺ
ɹ͓Αͼެॅͷ໌͚͠ʹΑΔୀڈ
・� ݅（ฏ 15 年度ɿ̎݅ɺฏ 16 年度ɿ１݅ɺ
ฏ 1� 年度Ҏ߱ɿ̌݅）
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【
認
定
第
１
号
】
平
成
��
年
度
東
神
楽
町

一
般
会
計
決
算
の
認
定
（
以
下
４
号
ま
で

年
度
、
町
名
は
略
）

【
認
定
第
２
号
】
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
診
療
施
設
勘
定
決
算
の
認
定

【
認
定
第
３
号
】
公
共
下
水
道
特
別
会
計

決
算
の
認
定

【
認
定
第
４
号
】
水
道
事
業
会
計
決
算
の

認
定

　

以
上
の
４
件
は
、
決
算
特
別
委
員
会
に

お
い
て
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
会

計
の
決
算
も
本
会
議
に
お
い
て
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

【
議
案
第
１
号
】
平
成
��
年
度
東
神
楽
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

今
回
の
補
正
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
３
８
６
万
７
０
０
０
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
は
62
億
５
１
５
１
万
３
０
０
０
円

に
な
り
ま
し
た
。

【
議
案
第
２
号
】
東
神
楽
町
特
別
職
の
職
員

で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　

　

こ
れ
は
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
お
よ

び
運
営
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
教
育
委
員
長
と
教
育
長
が
一
本
化
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
教
育
長
の
職
務
を
代

理
す
る
モ
ノ
が
委
員
の
中
か
ら
指
名
さ
れ

る
た
め
、
教
育
長
職
務
代
理
者
の
報
酬
額

を
定
め
る
た
め
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

【
議
案
第
３
号
】
東
神
楽
町
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　

こ
れ
は
、
時
間
外
勤
務
手
当
の
基
礎
額
に

寒
冷
地
手
当
と
地
域
手
当
を
算
入
す
る
た

め
改
正
す
る
も
の
で
す
。

【
議
案
第
４
号
】
東
神
楽
町
家
庭
的
保
育

事
業
等
の
設
置
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

こ
れ
は
、
国
の
省
令
改
正
に
伴
い
、
家
庭

的
保
育
事
業
な
ど
に
お
け
る
代
替
保
育
、
食

事
の
提
供
の
特
例
お
よ
び
食
事
の
提
供
に
係

わ
る
基
準
の
経
過
措
置
に
関
す
る
規
定
を
整

備
す
る
た
め
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

【
議
案
第
５
号
】
工
事
請
負
契
約
の
締
結

の
件

　

こ
れ
は
、地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

契
約
を
締
結
す
る
た
め
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
で
す
。

・
平
成
�0
年
度
東
神
楽
町
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

環
境
整
備
事
業

【
同
意
第
１
号
】
東
神
楽
町
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件

　

東
神
楽
町
教
育
委
員
会
の
教
育
長
が
任

期
満
了
と
な
る
た
め
、
教
育
長
の
任
命
に

つ
い
て
議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

▼
氏
名　

水
野　

和
男

【
同
意
第
１
号
】
東
神
楽
町
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同

意
を
求
め
る
件

　

東
神
楽
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

の
委
員
が
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
委
員

の
選
任
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
求
め
る

も
の
で
す
。

▼
氏
名　

桑
原　

義
彦

ٞ会はɺどなͨでもௌすΔこと͕で͖ますɻ
ٞ場ೖޱにあΔௌऀ໊に住ॴ・໊ࢯΛごهೖのうえ
中におೖりくͩ͞いɻ
˞ٞ事のਐߦঢ়گによりɺ日ఔ͕มわΔ場合͕ありますので
事લにٞ会事務ہまでおい合わͤくͩ͞いɻ
ʦௌのҙʧ
 ・ ԻػやΧϝϥɺϏσオなどの持ち込Έはごԕྀくͩ͞いɻ
 ・ ٞ事ΛすΔようなߦҝは৻Ήようお願いしますɻ
 ・ ٤Ԏやҿ৯はで͖まͤΜɻ

͍߹Θͤɹ౦ਆָொٞձࣄہɹὸ������1�

�

第�

３�

回�

町�

議�

会�

定�

例�

会

９
月
12
日
に
招
集
さ
れ
、会
期
２
日
間
で
開
催
さ
れ
た
平
成
�0
年
第
３
回
町
議
会
定
例
会
。

一
般
町
行
政
報
告
、
財
政
健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告
な
ど
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
平
成
29
年
度
の
各
会
計
決
算
の
認
定
や
平
成
�0
年
度
の
各
会
計
補
正
予

算
案
な
ど
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
７
名
の
議
員
か
ら
質
問
が
あ
り
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
同
意
第
１
号

を
除
き
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
14
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

͖ͯ͢ͳসإͱՖͷ·ͪ�ͻ͕͔͙͠Βɹ平成30ʢ2018ʣ年ɾ11月
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ܭ
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ܾ
ఆ
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ͭ
͍
て

　

現
在
、
事
務
局
で
は
複
合
施
設
整
備
事
業
基

本
計
画
を
決
定
す
る
た
め
の
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
ほ
か
説
明
会

な
ど
の
場
で
い
た
だ
い
た
意
見
、
提
案
な
ど
を

と
り
ま
と
め
た
結
果
、
当
初
案
を
一
部
修
正
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
と
の
結
論
に
至
っ
た
こ

と
か
ら
、
最
終
案
を
検
討
委
員
会
に
諮
っ
た
う

え
で
計
画
を
決
定
す
る
予
定
で
す
。

　

11
月
中
に
会
議
を
開
催
で
き
る
よ
う
に
事

務
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

˗
ج
ຊ
ઃ
ܭ
ͷ
ۀ

ҕ
ୗ
ʹ
ͭ
͍
て

　

基
本
計
画
決
定
後
は
、
す
み
や
か
に
基
本

設
計
書
作
成
業
務
を
発
注
し
ま
す
。（
年
内

を
予
定
）

　

今
ま
で
練
り
上
げ
て
き
た
複
合
施
設
整
備

方
針
を
具
体
化
す
る
非
常
に
重
要
な
業
務
で

あ
り
、
各
施
設
の
配
置
や
外
観
な
ど
が
お
お

む
ね
決
定
さ
れ
、
設
計
書
の
完
成
後
は
大
き

な
変
更
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

本
業
務
の
途
中
で
町
民
の
皆
さ
ま
に
設
計
案

を
見
て
も
ら
い
、
よ
り
良
い
成
果
品
が
で
き

る
よ
う
に
意
見
や
要
望
を
頂
戴
す
る
機
会
を

設
け
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
時
期
に

な
り
ま
し
た
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
今
し
ば
ら
く
お
待
ち

く
だ
さ
い
。

˗
౦
ਆ
ָ
ͷ
γ
ン
Ϙ
ル
ͱ
͠
て

ɹ
շ
ద
ʹ

Β
ͤ
Δ
·
ͪ
ͮ
͘
Γ

　

こ
の
タ
イ
ト
ル
は
、
今
年
３
月
に
策
定
し
た

『
東
神
楽
町
立
地
適
正
化
計
画
』（
注
）
の
中
で
、

中
央
市
街
地
地
区
の
立
地
適
正
化
に
向
け
た
基

本
方
針
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

新
設
さ
れ
る
複
合
施
設
は
、
単
な
る
既
存

施
設
の
寄
せ
集
め
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
世

代
を
超
え
て
存
続
し
て
い
く
町
の
シ
ン
ボ
ル

と
な
る
も
の
で
す
。
機
能
を
統
合
す
る
こ
と

に
よ
り
利
便
性
を
高
め
て
利
用
者
の
増
加
を

図
り
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ま
方
の
交
流
を
生

み
出
す
場
と
し
て
、
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
の
形
成
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
情
報
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
注
目
し
て

く
だ
さ
い
。

※
（
注
）
都
市
再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ
く

『
住
宅
及
び
都
市
機
能
増
進
施
設
の
立
地

の
適
正
化
を
図
る
た
め
の
計
画
』

　

お
米
と
カ
レ
ー
、
そ
ば
は
、
Ｊ
Ａ
東
神
楽
や

ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
東
神
楽
店
な
ど
で
購
入
で

き
ま
す
し
、
㈱
匠
工
芸
の
イ
ラ
イ
ラ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
は
、

東
神
楽
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
取
り
扱
い
サ
イ

ト
、『
さ
と
ふ
る
』
や
『
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
』

で
の
特
別
な
返
礼
品
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ

ひ
、
ご
覧
く

だ
さ
い
！

〈
今
月
の
種
と
実
セ
レ
ク
ト
〉

　

今
月
の
種
と
実
セ
レ
ク
ト
は
、（
株
）
食
創
・

シ
マ
チ
ク
さ
ん
の
『
北
海
道
産
豚
の
ベ
ー
コ
ン

＆
３
種
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
セ
ッ
ト
』
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
㈱
食
創
・
シ
マ
チ
ク
さ
ん
は
、
町
内
の

工
業
団
地
に
あ
る
、
主
に
お
客
様
の
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
ブ
ラ
ン
ド
商
品
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
食
肉

加
工
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
企
業
で
す
。

　

北
海
道
産
豚
バ
ラ
を
じ
っ
く
り
と
漬
け
込
ん

で
桜
チ
ッ
プ
で
香
り
付
け
た
ベ
ー
コ
ン
と
、
Ｊ

Ａ
東
神
楽
の
ア
ス
パ
ラ
を
混
ぜ
込
ん
だ
ア
ス
パ

ラ
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
は
じ
め
、
じ
ゃ
が
い
も
と
チ
ー

ズ
を
混
ぜ
込
ん
だ
北
海
道
を
感
じ
る
じ
ゃ
が

チ
ー
ズ
ソ
ー
セ
ー
ジ
や
十
数
種
類
の
ス
パ
イ
ス

を
独
自
に
ブ
レ
ン
ド
し
た
シ
ン
プ
ル
な
味
わ
い

の
チ
ュ
ー
リ
ン
ガ
ー

ソ
ー
セ
ー
ジ
が
入
っ

た
セ
ッ
ト
は
、
東
神

楽
町
の
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
と
し
て

大
人
気
で
す
！

౦
ਆ
ָ
ͷ
छ
ͱ
࣮
η
Ϩ
Ϋ
τ
ʹ
৽


͕
ొ


　

こ
の
秋
、
東
神
楽
の
種
と
実
セ
レ
ク
ト
商
品

に
、
新
た
に
東
神
楽
農
業
協
同
組
合
（
Ｊ
Ａ
東

神
楽
）
の
お
米
（（
な
な
つ
ぼ
し
、
お
ぼ
ろ
づ
き
、

ゆ
め
ぴ
り
か
）、
カ
レ
ー
（
な
た
ね
、
黒
豆
）、

東
神
楽
そ
ば
、
そ
し
て
、
㈱
匠
工
芸
の
お
し
ゃ

れ
な
小
物
入
れ
、
イ
ラ
イ
ラ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
の
４
商
品

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
９
月
18
日
㈫
ア
ル
テ
ィ
モ
ー

ル
内　

ブ
ッ
フ
ェ
＆
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
Ｏ
Ｍ

Ｐ
（
オ
ン
プ
）
に
お
い
て
、
お
披
露
目
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
内
閣
府
で
地
方
創
生
を
担
当
さ
れ

て
い
る
田
中
良
生
副
大
臣
を
ゲ
ス
ト
に
お
招
き

し
、
東
神
楽
町
の
地
方
創
生
の
取
り
組
み
と
し

て
行
っ
て
い
る
名
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い

て
視
察
し
て
い
た
だ
き
、
新
商
品
の
試
食
も
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ʙޙࠓͷల։ʙ
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ฏ �0 年度の東神楽町教育支援委員会講演会Λ開࠵しますɻୗ児もご用ҙしていますのでɺଟくのํのごࢀՃΛ
おちしていますɻ

˙日 ࣌
ฏ�0年11月16日 ɹ開場ɿ�0࣌̑ޙޕ

開演ɿ࣌̒ޙޕ
終了ɿ�0࣌̓ޙޕ

˙ձ 
東神楽町ふれあい交流館
（東神楽町ͻ͡り北１１ஸ１൪̑߸）
ߨ˙ ࢣ
দాɹ߶ɹྟচ৺理࢜
˙ԋ 
৺理త支援のํ๏とߟえํについて

˙ਃ͠ࠐΈ
͞れΔํはɺ11月̕日 までに教育ਪਐرՃΛࢀ
՝までお申込Έくͩ͞いɻ

˙ୗ ࣇ
ୗ児のر͕あΔํについて
もɺ11月̕日 までに教育ਪ
ਐ՝までお申込Έくͩ͞いɻ

˙͍߹Θͤ
東神楽町教育委員会
教育ਪਐ՝（ὸ8��5406）

　

秋
も
深
ま
り
、
雪
の
気
配
も
近
く
に
感
じ

る
時
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
さ
ま

に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
心
か
ら
お

喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

私
こ
と
、
こ
の
た
び
９
月
�0
日
を
も
ち
ま

し
て
、
東
神
楽
町
教
育
長
を
退
任
い
た
し
ま

し
た
。

　

顧
み
ま
す
と
、
昭
和
54
年
か
ら
東
神
楽
町

役
場
に
勤
務
し
て
以
来
、
教
育
長
と
し
て
の

６
年
６
か
月
間
を
含
め
、
41
年
余
の
長
き
に

渡
り
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
厚
情
と
ご
支
援

を
賜
り
、
お
陰
を
持
ち
ま
し
て
退
任
の
日
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
一
町
民
と
し
て
、
東
神
楽
町

の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
願
い
、
わ
ず
か
で
も

教
育
や
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
変

わ
ら
ぬ
ご
交
誼
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ま
す
ま
す

の
ご
多
幸
と
東
神
楽
町
の
限
り
な
い
発
展
を

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
退
任
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
東
神
楽
町
の
教
育
行
政
に
多

大
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
水
野
教
育
長
の

後
任
と
し
て
、
10
月
16
日
付
け
で
教
育
長
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
、
学
校
現
場
で
の
勤
務
が
長
く
、

行
政
に
つ
い
て
は
素
人
の
私
で
は
あ
り
ま
す

が
、
東
神
楽
町
の
教
育
や
子
育
て
の
充
実
・

発
展
の
た
め
、
誠
心
誠
意
努
力
す
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
町
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
人

口
が
１
万
３
０
０
人
を
超
え
、
総
人
口
に
対

す
る
15
歳
未
満
人
口
の
比
率
を
表
す
年
少
人

口
比
率
も
北
海
道
第
一
位
を
継
続
す
る
な

ど
、『
若
く
て
活
気
の
あ
る
町
』
の
イ
メ
ー

ジ
を
確
立
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
も
微
力
な
が
ら
、
山
本
町
長
が
目
指
す

『
新
た
な
時
代
に
向
け
た
改
革
の
第
一
歩
』
を

し
っ
か
り
と
踏
み
だ
す
た
め
、
町
民
の
願
い
、

現
場
の
思
い
を
大
切
に
し
て
、『
未
来
を
拓

く
心
豊
か
な
人
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
』
に
全

力
を
尽
く
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
東
神
楽
町
民
か
ら
の
信
頼
や

町
議
会
、
関
係
団
体
の
ご
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
謙
虚
に
、
誠
実
に
、
そ
し
て
、
精
一
杯

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

લ教育
水ɹஉࢯ

教育
金୩ɹতࢯ

ୀの͍͋͝͞つ

बの͍͋͝͞つ

দా ߶͞Μɹ
イϝーδイϥεト
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ニ
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Pick up 内τϨʔχϯά͚ࣨͨʹઅのӡಈෆղফق͍פ
ɹ東神楽町もே൩のؾԹ͕ࠩେ͖くなりɺळ͕ਂ
まってまいりましͨɻࠓճɺごհすΔӡಈはפ
くなΔ࣌期に͚ͨɺࣗ宅でで͖Δ؆୯なΤΫサ
サイζですのでɺӡಈෆղ消͚ͩでなくɺීஈ
のੜ׆ΛշదにաごすͨΊにもɺͥͻɺご׆用く
ͩ͞いɻ
ɹ̕月のӡಈ教室にࢀՃしていͨͩいͨํにはɺ
ಉ͡ΤΫササイζΛମݧしていͨͩいていますʂ

͕Α͘ͳΔΒ͘Β͘४උӡಈ࢟˙
˔ͻΒͻΒମૢ
ɹखのͻΒΛৗに্に
ଆにࢦɺखटΛ͚
ͻΒͻΒとճすɻ

Ζճしޙݞ˔
ɹ྆खΛݞにおいてɺ
ගでԁΛ書くようにɺ
持ちのいいେ͖͞でؾ
Ζにճすɻޙ

˙ͦͷ౿Έ̏ؒ
˞֊ஈ１ஈのঢり߱りɺ
౿Έঢ߱でも良い

なԻ楽Λ͔͚な͕͖˰
ΒߦってΈましΐうʂ

˙εΫϫοτ 1�ճ
෯よりগしେ͖ΊにΛ開͖ක͕つまઌݞ˰
よりલにग़ないようにʂ
˰線͕ԼΛ͔ないようにʂ

˙ϑϩϯτラϯδࠨӈ ��ճ
˰खΛࠊにあてɺ྆ΛそΖえͨঢ়ଶ͔ΒɺҰ
าɺยΛલにग़しますɻそこ͔Βঢ়ଶΛԼ
にԼ͛て͖ߦɺഎےΛしっ͔り৳ばすɻͩい
ͨいක͕ 90 度に͕ۂっͨΒɺޙΖにҰؾに
りますɻ
˞කに௧Έ͕あΔ場合はイεやนにखΛఴえ
てߦってもよいɻ

ɺ৸స͕ͬͯखのྗΛൈ͍ͯɺͿΒͿޙ࠷˙
Βͤ͞·͢ɻ

ɹͥͻɺこれΒの؆୯なӡಈと町ओ࠵の健康ӡಈ
教室やイベントΛ׆用してɺトϨーニングΛܧଓ
してΈてくͩ͞いʂ
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ɹίナϥやΫψΪɺΫロϞδの༿はԫ৭にછまりɺ
イロϋϞミδやニγΩΪɺίϚϢミɺナπϋθの
༿はਅっにછまっていますɻ信भはؒもなくམ
༿のقઅΛܴえますɻ1000NΛえΔࢲの住Ή
֗はطにམ༿͕始まりɺΧϥϚπの༿は෩͕ਧく
ͨびに空にい্͕りɺΩϥΩϥとً͖な͕Β࿏
໘にམちていますɻ日中のؾԹもҰܻの日͕গし
ͣつ૿えて͖ましͨɻそΖそΖڷ土のࢁであΔઙ
פ年のౙはࠓઇのศり͕དྷそうですɻףのॳࢁؒ
いのでしΐう͔ʁɹੵઇはࡢ年ฒΈでしΐう͔ʁ
ɹҟৗؾͩっͨՆのঢ়گΛߟえΔとౙのఱީ͕
とてもؾになりますͶɻ

ɹଟくの木ʑの༿͕མちΔقઅですɻࢲはこの࣌
期にຖ年༿土作りΛߦいますɻࣗ宅ۙにはଟ
くのίナϥやΫψΪ͕ありɺ෩͕ਧくͨびにଟく
のރ༿͕མちて͖ますɻこの࣌期はރ༿ूΊ͕日
՝となりますɻϒロϫʕで༿Λඈばしな͕Βɺঃʑ
にҰ͔ॴにूΊてճऩしますɻෆཁなࢬや༿土
にえない༿は場のރ༿ूੵ場まで持ってい͖
ますɻ11 ～ 12 月のރ༿ूੵ場はރ༿͕ύンύン
に٧まっͨࢦ定Ϗニールାのߴいز͕ࢁつもで͖
ますɻྛのとてもଟいզ͕町の൩ळの෩ܠですɻ
ɹूੵ場持っていく༿土にえない༿はɺ
γϥΧγやϠζσなどのৗथɺϚπやΧϥϚ
πなどの༿थɺそのଞにサΫϥやΧγϫɺΧΩɺ
ϗϊΩなどのམ༿थؚ͕まれますɻこのམ༿
थの༿はݹく͔Βやਣ൧ΛแΉのにわれΔ
২ですɻྫえばɺサΫϥɺΧγϫɺΧΩ
の༿ण࢘ɺϗ༿ण࢘などですɻ

ɹこれΒのམ༿थはɺ༿土にద͞ないとݴわれ
ていますɻҎલɺ࣮際にιϝイϤγϊの༿͚ͩで
༿土Λ作りɺഓཆ土にす͖込Μでੜ育調ࠪΛし
ましͨɻややࠜのੜ育͕ྼΔݟ͕Βれͨఔ度
なのでɺ༿土にଟগࠞ͟ってもӨڹはগない༷
ですɻͨͩしɺେྔに用すΔとࠜのੜ育ෆ良Λ
こすՄੑ͕あΔのでҙしましΐうɻى
ɹෆཁなࢬや༿Λআいͨେྔのރ༿にߙや༉പɺ
水ΛՃえますɻϏニールγートΛ͔͚てൃ߬͞
ͤますɻそのޙはɺҰ͔月にҰ度͔͖まͥますɻ
5月の࿈休明͚にはふ͔ふ͔の༿土͕しま
すɻϏオϥやνϡーϦοプなど͕終わっͨ花ஃに
ふ͔ふ͔の༿土Λす͖込Έɺ土͕མちணいͨΒ
Նの২Λ২え͚ますɻこれΛ �年Ҏ্܁り
ฦすと͔なりංཊな花ஃとなりɺ২の͕֨
ஈに良くなりますɻ
ɹ২は༿Λམとしɺ土Λ作りますɻそこ種Λ
མとし子ͨڙちΛ育てますɻ道࿏やެ園のམち༿
はճऩ͞れম٫͞れますɻਓ͕優ઌのࣾ会であり
ؾない໘もありますɻͨͩۙ年のҟৗ͕ํ
などΛߟえΔとࣗવ優ઌのࣾ会ΛߟえΔ࣌期に
དྷていΔ༷に͡ײますɻ
産でࡒ༿はࣗવのރ
すɻ༿土Λ作りɺ
ࣗવにฦしてあ͛
ましΐうɻ
  

ΧラϚπྛʹ͏ࢥ
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Pick up

　

９
月
半
ば
に
、
北
海
道
天
塩
町
に
う
か
が

い
ま
し
た
。
留
萌
管
内
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
研

修
で
講
演
の
機
会
を
い
た
だ
い
た
の
で
す
。

　

講
演
後
の
質
疑
応
答
の
時
間
、
あ
る
お
母

さ
ん
か
ら
こ
ん
な
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
中
学
１
年
生
に
な
る
息
子
が
、
話
を
し
な

く
な
り
、
近
頃
は
部
屋
に
閉
じ
こ
も
る
時
間

が
増
え
ま
し
た
。
親
子
の
会
話
が
無
い
こ
と

が
不
安
で
す
」

　

私
は
回
答
に
代
え
て
、
栗
の
実
の
お
話
を

し
ま
し
た
。

　
『
子
ど
も
』
と
『
栗
の
実
』
に
は
い
く
つ

か
の
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、『
自
ら
育
つ
』
と
い
う
こ
と
。
早

く
芽
を
出
せ
、
上
に
伸
び
ろ
、
も
っ
と
枝
葉

を
伸
ば
せ
な
ど
と
命
じ
な
く
て
も
、
栗
の
実

は
太
陽
の
光
と
水
さ
え
あ
れ
ば
芽
を
出
し
、

木
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
子
ど
も
も
同
じ
。

大
き
く
な
り
た
い
、
強
く
な
り
た
い
、
で
き

る
よ
う
に
な
り
た
い
、
知
り
た
い
…
そ
ん
な

成
長
欲
求
を
も
と
も
と
持
っ
て
い
る
、
つ
ま

り
『
自
ら
育
と
う
と
す
る
生
き
物
』
な
の
で

す
。
栗
の
成
長
に
必
要
な
光
と
水
は
、
子

ど
も
に
と
っ
て
は
親
の
愛
情
と
信
頼
で
し
ょ

う
。
こ
れ
が
１
つ
目
の
共
通
点
。

　

栗
の
実
の
中
に
は
、
育
つ
た
め
に
必
要
な

情
報
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
葉
を
つ

け
、
葉
を
落
と
す
の
か
、
ど
の
方
向
に
ど
の
よ

う
に
枝
を
伸
ば
す
の
か
、
ど
ん
な
花
を
咲
か

せ
る
の
か
、
誰
か
が
教
え
な
く
て
も
栗
は
知
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
も
同
じ
。
ど
う
す
れ
ば
幸

せ
に
な
れ
る
か
、
そ
の
た
め
に
何
が
不
要
で
、

何
が
必
要
か
…
『
自
分
の
中
に
答
え
を
持
っ

て
い
る
』
の
で
す
。
こ
れ
が
２
つ
目
。

　

栗
の
実
は
、
一
粒
一
粒
大
き
さ
や
重
さ
、

色
や
形
が
違
い
ま
す
。『
粒
ぞ
ろ
い
』
の
栗

を
集
め
て
み
て
も
、
よ
く
よ
く
見
る
と
１
つ

と
し
て
同
じ
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も

も
同
じ
。
一
人
ひ
と
り
個
性
が
あ
り
、
考
え

方
や
感
じ
方
、
得
意
不
得
意
、
表
現
方
法
や

成
長
の
ス
ピ
ー
ド
は
『
そ
れ
ぞ
れ
』
で
す
。

こ
れ
が
共
通
点
の
３
つ
目
。

　

さ
ら
に
も
う
１
つ
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
『
イ
ガ
を
か
ぶ
っ
て
育
つ
』
と
い
う

こ
と
。
栗
は
イ
ガ
の
中
で
成
長
し
ま
す
。
素

手
で
触
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
鋭
利
な
イ

ガ
。
そ
の
イ
ガ
を
ハ
サ
ミ
で
切
っ
て
し
ま
っ

た
り
、
イ
ガ
を
む
い
て
し
ま
っ
た
り
す
る
と

栗
は
育
つ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
子
ど
も
も

同
じ
。
イ
ガ
を
か
ぶ
る
時
期
が
必
要
な
の
で

す
。
そ
う
、
こ
れ
が
反
抗
期
・
思
春
期
。
イ

ガ
を
否
定
せ
ず
に
認
め
、
イ
ガ
丸
ご
と
愛
す

る
…
そ
ん
な
親
の
関
わ
り
が
子
ど
も
の
健
全

な
成
長
に
繋
が
り
ま
す
。

　

イ
ガ
で
武
装
し
た
栗
の
実
は
、
毎
日
少
し

ず
つ
、
少
し
ず
つ
育
っ
て
い
ま
す
。
将
来
ど

ん
な
木
に
な
ろ
う
か
、
ど
ん
な
実
を
つ
け
よ

う
か
、
そ
の
た
め
に
何
が
必
要
か
…
そ
ん
な

こ
と
を
悶も
ん
も
ん々

と
考
え
な
が
ら
。
や
が
て
栗
の

実
は
、
自
ら
イ
ガ
を
破
り
、
自
ら
の
力
で
外

に
飛
び
出
し
ま
す
。
艶つ
や

や
か
に
光
り
輝
く
立

派
な
栗
に
成
長
し
て
。

　

質
問
を
く
だ
さ
っ
た
お
母
さ
ん
は
大
き
く

う
な
ず
き
な
が
ら
栗
の
実
の
話
を
聴
い
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
翌
日
、
私
の
も
と

に
こ
ん
な
メ
ー
ル
が
。

　

私
は
話
下
手
な
が
ら
、
家
庭
で
は
会
話
も

大
切
だ
と
、
色
々
話
し
か
け
て
も
み
る
の
で

す
が
、
そ
の
反
応
の
悪
さ
や
部
屋
に
逃
げ
込

む
態
度
に
戸
惑
っ
て
い
た
の
で
す
。
が
、
昨

日
の
お
話
を
聴
い
て
息
子
が
戸
を
開
け
て
く

る
の
を
待
つ
の
も
方
法
な
の
だ
な
ぁ
と
、
気

持
ち
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。

  

著
書
も
注
文
し
ま
し
た
。
じ
っ
く
り
読
ん

で
学
ば
せ
て
も
ら
っ
て
、
息
子
に
も
上
の
娘

に
も
頼
り
に
さ
れ
る
何
で
も
話
せ
る
母
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

愛
に
満
ち
た
柔
ら
か
な
笑
顔
で
お
子
さ
ん

を
見
守
ら
れ
る
お
母
さ
ん
の
姿
が
目
に
浮
か

び
ま
す
。
お
子
さ
ん
た
ち
の
未

来
が
楽
し
み
で
な
り
ま
せ
ん
。

び
ま
す
。
お
子
さ
ん
た
ち
の
未

プロフィール

( 株 ) 対話教育研究所代表取締役

（一社）日本青少年育成協会主席研究員・指導者育成委員長

1965 年京都府生まれ　私立高校教諭、民間総合教育機関社員・役員を経て現職

教育におけるコーチングの有用性に早くから着目し、1999 年から研究・実践に

着手、『教育コーチング』『パパ・ママコーチング』を開発する。講演・研修参加

者は 120,000 人を突破

著書に『子どもが本当の幸せをつかむ魔法のパパ・ママコーチング』（PHP研究

所）『子どもの心に届く言葉、届かない言葉』（学習研究社）『この 1冊でわかる！

アクティブラーニング』（PHP研究所）などがある
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内

すくすく広場
11月27日㈫午前10時～11時30分日

０歳児と保護者対
クリスマス制作

これっと場

11月22日㈭午前中までにこども未来課申

これっと健康相談

これっと・ぱれっとを親子のふれあ
いの場、友達づくりの場として開放
しています。

①これっと
② ぱれっと
①【平日】午前9時30分～11時30分
　【毎週火・木】午後2時～4時
②【平日】午前9時30分～11時30分
　【毎週火・金】午後2時～4時
※事業のある日は中止となります。

場

にこにこサロン

対象者へ個人通知

健康ふくし課健康推進グループ ☎83-5431

11月
個 日時日 場所場 対象対 内容内 持ち物持 申込申 その他他

お問い合わせ

【■ の行事については】
こども未来課子育て支援センターぱれっと ☎83-3767

【■ の行事については】

日

※こども未来課子育て支援センターが行う行事については
　『わくわく便り』に詳細を記載していますので、あわせてご覧ください。

対 ０歳～就学前児と保護者（定員20組）

クッキング 『カレー作り』

11月16日㈮午前中までにこども未来課申

内

参加費１人100円（大人も子どもも）
その他持ち物など、詳しくはわくわ
く便りをご覧ください。

他

わくわく教室
11月21日㈬
午前10時～11時30分

日

ぱれっと場 ※相談終了後10月生まれの誕生会を実施

対 ０歳児～就学前児と保護者

場

わくわく教室
10月17日㈪
午前10時～11時30分

日

ぱれっと

ハロウィンパーティー

10月３日㈪～14日㈮午前中まで
にこども未来課まで

内

申

当日は仮装して来てください。
詳しくはわくわく便りをご覧ください。

他

①11月13日㈫　②11月15日㈭
　午前９時30分～11時30分

日

①役場庁舎 １階和室場

助産師健康相談

妊婦、０歳児、０歳児の保護者対

内 育児相談、母乳相談

持 母子手帳、タオル（母乳相談希望
の方）

②ふれあい交流館　２階和室

11月28日㈬
12時15分～受付

日

交流プラザつつじ館場

１歳半・３歳児健診

①１歳６か月～１歳８か月児
②３歳０か月～３歳２か月児

対

計測、尿検査、歯科診察、問診、
小児科診察、保健・栄養・歯科指導

持  母子手帳、問診票、子育てサポー
トファイル 『えんじん』、②は目と
耳のアンケートおよび早朝尿

個

内

11月15日㈭
12時40分～受付

日

役場１階和室場

乳児健診

８か月～10か月児対

 計測、問診、診察、歯科相談など

持  母子手帳、子育てサポートファ
イル 『えんじん』

個

内

内

子育て教育相談
11月19日㈪ 午前9時30分～11時30分日
これっと場
予防接種について
※教育相談後、11月生まれの
　お誕生会を行います。

内

にこにこサロン★志比内
11月14日㈬午後1時5分～2時10分日

０歳～就学前児と保護者対
志比内地区以外で参加される方は
事前にぱれっとまでご連絡ください。

志比内小学校場

ぱれっと健康相談

日

①これっと総合体育館
②ぱれっと

場

これっと・ぱれっと健康相談

全町民対

内 血圧・体脂肪・体重測定、
保健・栄養相談、歯科相談（②のみ）

持 母子手帳、健康手帳

①11月30日㈮　②11月20日㈫
午前9時30分～11時30分

内

9月5日㈪午前10時～11時30分
※お誕生会の後に移動します。遅
　れる方は職員へご相談ください。

日

東神楽幼稚園場

東神楽幼稚園の先生が
お話してくれます。

子育て講座

他

子育て講座
11月12日㈪午前10時～11時30分日

ぱれっと場

０歳～就学前児と保護者対

内 モザイクタイル

参加費 大人１人200円
詳しくは、わくわく便りをご覧くだ
さい。

申 11月７日㈬午前中までに、こど
も未来課まで

内

よちのび広場
11月27日㈫午後２時～３時30分日

１歳～就学前児と保護者対
クリスマス制作

これっと場

11月22日㈭午前中までにこども未来課申
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これっと場
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これっと健康相談

これっと・ぱれっとを親子のふれあ
いの場、友達づくりの場として開放
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② ぱれっと
①【平日】午前9時30分～11時30分
　【毎週火・木】午後2時～4時
②【平日】午前9時30分～11時30分
　【毎週火・金】午後2時～4時
※事業のある日は中止となります。
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11月
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【■ の行事については】
こども未来課子育て支援センターぱれっと ☎83-3767

【■ の行事については】

日

※こども未来課子育て支援センターが行う行事については
　『わくわく便り』に詳細を記載していますので、あわせてご覧ください。

対 ０歳～就学前児と保護者（定員20組）

クッキング 『カレー作り』

11月16日㈮午前中までにこども未来課申

内

参加費１人100円（大人も子どもも）
その他持ち物など、詳しくはわくわ
く便りをご覧ください。

他

わくわく教室
11月21日㈬
午前10時～11時30分

日

ぱれっと場 ※相談終了後10月生まれの誕生会を実施

対 ０歳児～就学前児と保護者

場

わくわく教室
10月17日㈪
午前10時～11時30分

日

ぱれっと

ハロウィンパーティー

10月３日㈪～14日㈮午前中まで
にこども未来課まで

内

申

当日は仮装して来てください。
詳しくはわくわく便りをご覧ください。

他

①11月13日㈫　②11月15日㈭
　午前９時30分～11時30分

日

①役場庁舎 １階和室場

助産師健康相談

妊婦、０歳児、０歳児の保護者対

内 育児相談、母乳相談
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の方）
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内

11月15日㈭
12時40分～受付

日

役場１階和室場

乳児健診

８か月～10か月児対

 計測、問診、診察、歯科相談など

持  母子手帳、子育てサポートファ
イル 『えんじん』

個

内

内

子育て教育相談
11月19日㈪ 午前9時30分～11時30分日
これっと場
予防接種について
※教育相談後、11月生まれの
　お誕生会を行います。

内

にこにこサロン★志比内
11月14日㈬午後1時5分～2時10分日

０歳～就学前児と保護者対
志比内地区以外で参加される方は
事前にぱれっとまでご連絡ください。

志比内小学校場

ぱれっと健康相談

日

①これっと総合体育館
②ぱれっと

場

これっと・ぱれっと健康相談

全町民対

内 血圧・体脂肪・体重測定、
保健・栄養相談、歯科相談（②のみ）

持 母子手帳、健康手帳

①11月30日㈮　②11月20日㈫
午前9時30分～11時30分

内

9月5日㈪午前10時～11時30分
※お誕生会の後に移動します。遅
　れる方は職員へご相談ください。

日

東神楽幼稚園場

東神楽幼稚園の先生が
お話してくれます。

子育て講座

他

子育て講座
11月12日㈪午前10時～11時30分日

ぱれっと場

０歳～就学前児と保護者対

内 モザイクタイル

参加費 大人１人200円
詳しくは、わくわく便りをご覧くだ
さい。

申 11月７日㈬午前中までに、こど
も未来課まで

内

よちのび広場
11月27日㈫午後２時～３時30分日

１歳～就学前児と保護者対
クリスマス制作

これっと場

11月22日㈭午前中までにこども未来課申

　東神楽町に来て、最初に思った感想の一つが「タバコ
が嫌いな人への配慮のない町だなぁ」というものでした。
目の前で断りもなくタバコを吸い始める人、タバコの臭
いが服に染み付いたまま近づく人が多いからです。
　私はタバコの臭いがとても苦手なのですが、『嫌な臭い
を強制的に嗅がされること』だけでなく、『こちらが健康
にいくら気にかけていても強制的に不健康にさせられる
こと』、『周りの人々への配慮を怠る無神経で独善的発想』
に対して、不快に思っているのかもしれません。
　さて、これからの我が町の最大の課題は『高齢化』と『働
く人の減少』です。現在の我が町の高齢化率は 24％であ
り（全国平均 27％、北海道平均 30％）、今でこそ『道内
NO１の若い人が集まる町』ですが、我が町の高齢化率は
2030 年には 35％、2040 年には 41％を超える見込みで
す。日本自体、世界に過去例を見ないスピードで高齢化
が進んできましたが、我が町はそれをも一瞬で追い抜く
空前絶後のスピードで高齢化が進展していくことが確実
に予想されている状況です。
　高齢化を食い止める、もしくはその進行を鈍化させる
には、なんとしてでもワカモノを町に呼び込まなくては
なりません。人手不足が社会問題になっているのもその
兆候の現れですが、もはや自治体間でも希少なワカモノ
の奪い合いの時代が到来することは必定です。その競争
に勝つためには、今回、町で実施したリフォーム支援・
建替え支援だけでは不十分です。そもそも単なる補助制
度一つでワカモノが集まるわけがありません。むしろ、
大切なのは、東神楽町が『ワカモノに愛される町』『ワカ
モノにとって居心地のいい町』にならなくてはいけない
ということだと思います。　
　では、ワカモノをどこから呼び込むのでしょうか？そ
れは当然、東京、大阪、札幌といった大都市圏です。つ
まり、大都市圏に住む彼・彼女らに愛され、居心地のよ
いと思える空間を提供していくことが肝要だと思います。
　私が学生時代に訪れたとある町では、お祭りの際、テ
ント張り、焼き鳥の炙りといった肉体労働は男のワカモ
ノに任せ、料理の準備や売り子は女性に任せ、おそらく
は町内で高い地位にあるであろうおじさんのみが先に乾
杯を始めている光景を目にしました。それを目にして、
私はこの町にワカモノ（や女性）が好んで移住してくる
ことはよほどのことがない限りないだろうと思ったもの

です。ワカモノが面倒な仕事を押し付けられるための存
在であれば、ワカモノが地方に住みつかないのは無理も
ありません。今、ワカモノは三顧の礼をもって迎え入れ
る存在に変わりつつあると言っても過言ではないのに、
その変化に気づいていない人は多いように思います。
　20代の女性の喫煙率は６％です。つまり、これから東
神楽に呼び込まなくてはならないはずの若い女性の 17人
に 16人はタバコを吸っていません。そうした人々にタバ
コの臭いを強制的に嗅がせる社会であれば、当然ワカモ
ノが集まることはないでしょう。高い健康意識と嫌煙者
への配慮が常識になっている大都市で育ったワカモノに
とっては、居心地がよいとは受け取られないことでしょ
う。もちろんタバコは一例に過ぎません。しかし、タバ
コすら今のワカモノに配慮できない町が、ワカモノに愛
される環境を作れるのでしょうか。
　東神楽町では、今年を『ひがしかぐら禁煙分煙元年』
として取組を開始しました。『先ず隗より始めよ』と、ま
ずは役場職員自身が率先して取り組んでいます。例えば、
飲み会の席に非喫煙者がいる場合はタバコを吸うのを控
えましょうというマイルールを実行しています。
　しかし、残念なことに、職員の努力むなしく、こうし
た理念・運動は町内には拡がっていないのが現状です。
今年の盆踊りでは、立場のある方が、子どもたちがはしゃ
ぐその眼前で臆面もなくタバコを吸い始める光景を目に
しました。残念ですが、このままでは東神楽町の『子ど
もの多い町』は思い出話として語られるだけになってし
まうでしょう。
　『自分たちがよければいい』という発想では大都市から
人を呼び込むことは出来ないと思います。今だけでなく
『将来の住民の幸福度を上げていけるよう努めていくこ
と』、そしてそのために町外で起きていることに目を配ら
せ吸収していく姿勢が今の東神楽に必要なことだと思っ
ています。

ͱ͜͏ࢥʹͷ͋ͱࡇ

ଜ�ढ़
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お
知
ら
せ

　

平
成
�0
年
度
（
第
４
回
）
の
道
立

心
身
障
害
者
総
合
相
談
所（
札
幌
市
）

に
よ
る
巡
回
相
談
が
、
次
の
と
お
り

実
施
さ
れ
ま
す
。
相
談
は
予
約
制
で

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に

健
康
ふ
く
し
課
ふ
く
し
グ
ル
ー
プ
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

12
月
10
日
㈪
〜
1�
日
㈭ 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
10
日
は
午
後
の
み
、
1�
日
は
午
前

の
み
の
実
施
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
場
所　

旭
川
市
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
『
お
ぴ
っ
た
』（
旭
川
市
宮

前
１
条
３
丁
目
３
番
７
号
）

■
相
談
内
容　

①
身
体
障
が
い
者
お

よ
び
知
的
障
が
い
者
の
方
の
医
学

的
、
心
理
学
的
お
よ
び
職
能
的
判

定
な
ど
、
②
補
装
具
の
処
方
お
よ

び
適
合
判
定
な
ど
、
③
そ
の
他
身

体
障
が
い
者
お
よ
び
知
的
障
が
い

者
の
方
の
専
門
的
相
談
な
ど

　

緊
急
時
に
ボ
タ
ン
ひ
と
つ
で
家
族

や
知
人
に
連
絡
が
で
き
る
『
あ
ん
し

ん
連
絡
用
装
置
』
の
設
置
工
事
費
の

助
成
を
次
に
示
す
高
齢
者
世
帯
に
対

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

※
設
置
場
所
の
電
話
回
線
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
ア
ナ
ロ
グ
回
線
以
外
の
場
合
、

あ
ん
し
ん
連
絡
用
装
置
を
設
置
で

き
ま
せ
ん
。回
線
の
種
類
を
ご
確

認
の
う
え
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

�5
歳
以
上
の
ひ
と
り
住

ま
い
の
方
、
世
帯
全
員
が
�5
歳
以

上
の
ご
家
庭
（
※
実
際
に
�5
歳
未

満
の
方
と
同
居
し
て
い
る
方
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
）

■
申
請
方
法　

健
康
ふ
く
し
課
ふ
く

し
グ
ル
ー
プ
窓
口
に
申
請
書
を
設

置
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
希
望
の
方

は
次
の
も
の
を
ご
用
意
い
た
だ
き

設
置
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物　

印
鑑

※
設
置
工
事
費
は
全
額
助
成
と
な
り
ま

す
が
、月
額
使
用
料（
４
０
０
円
程

度
）な
ど
使
用
に
際
し
て
の
経
費
は

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

広
報
10
月
号
折
り
込
み
チ
ラ
シ

『
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
ご

案
内
』
の
接
種
期
間
が
誤
っ
て
お
り

ま
し
た
。
正
し
く
は
次
の
と
お
り
と

な
り
ま
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。

心
身
障
が
い
者
の

巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す

健
康
ふ
く
し
課
ふ
く
し
Ｇ
☎
83
―
５
４
３
０

あ
ん
し
ん
連
絡
用
装
置
の
ご
案
内

健
康
ふ
く
し
課
ふ
く
し
Ｇ
☎
83
―
５
４
３
０

ɹ旭川空港にお͚Δߤ空૽ػԻの݁ࢹՌはɺલ
年度までとಉ༷ɺશての調ࠪ地においてجڥ४
Λୡしていますɻ調ࠪ݁ՌはɺԼදのとおりですɻ
ৄしくはϗーϜϖーδΛごཡくͩ ͞いɻ

地域ྨܕ 1ɿܭࢢըの住ډઐ用地域など
地域ྨ2ܕɿ地域ྨ1ܕの地域Λআく地域（業地域Λআく）
- E F Oɿؒ࣌ଳิਖ਼Ձ૽ԻϨベル
ɹɹɹ ɹ 国際తに用いΒれΔ૽ԻのධՁࢦඪ

˙͍߹Θͤɹ·ͪͮ Γ͘ਪਐ՝ʢὸ�������ʣ

調ࠪ地 地域ྨܕ ଌ定݁Ռ（-EFO） ४（-EFO）جڥ

ͻ͡り１۠
１

44�0 σγベル
5�σγベルҎԼ

̎ 62σγベルҎԼ
東聖̒۠ ̎ 50�� σγベル 62σγベルҎԼ
中央１ʵ１۠ ̎ 50�0 σγベル 62σγベルҎԼ
中央̐۠ ̎ 55�0 σγベル 62σγベルҎԼ

ɹ地域のօ͞まと町΄͔場৬員͕ۙな՝
やまちのকདྷについてし合うʰまちづくり懇談
会ʱΛ࣍の日ఔで開࠵しますɻ
ɹどちΒのճも内༰はಉ͡ですɻ
ɹ町ຽのօ͞まのおӽしΛおちしていますɻ

【内༰】
町ߦใ�0）ࠂ ）ɺҙݟ・࣭ٙԠ（60 ）

【;Ε͍͋交流館ձ】
日࣌ɹ11 月 10 日ɹޕલ࣌̕～

【૯߹ࢱձ館ձ】
日࣌ɹ11 月 10 日ɹޕલ 11 ～࣌

˙͍߹Θͤɹ·ͪͮ Γ͘ਪਐ՝ʢὸ83-2113ʣ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
ご

案
内
の
お
詫
び
と
訂
正

健
康
ふ
く
し
課
健
康
推
進
Ｇ
☎
83
―
５
４
３
１

11
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タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス

健
康
食
育

花
育

ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ

子
育
て
コ
ラ
ム

子
育
て
案
内
板

キ
ム
マ
ガ

情
報
案
内
板

Pick up



■
旭
川
市
内
の
医
療
機
関

接
種
期
間　

平
成
�0
年
10
月
１
日

㈪
〜
平
成
�1
年
１
月
�1
日
㈭

■
ひ
じ
り
野
小
池
ク
リ
ニ
ッ
ク

接
種
日
程　

月
曜
日
〜
金
曜
日
の

診
療
時
間
内

※
土
曜
日
は
予
約
診
療
の
た
め
、
予

防
接
種
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

年
末
調
整
の
仕
方
や
給
与
支
払
報

告
書(

源
泉
徴
収
票)

、
各
種
支
払

調
書
の
作
成
と
提
出
に
つ
い
て
の
説

明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
年
末
調
整
等
関
係
の
諸
用

紙
は
事
前
に
郵
送
し
ま
す
。
説
明
会

へ
ご
出
席
の
方
は
、
事
前
に
郵
送
し

た
関
係
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
年
末
調
整
説
明
会
終
了
後

に
事
業
者
向
け
消
費
税
軽
減
税
率
制

度
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
者
向
け
消
費
税
軽
減
税

率
制
度
説
明
会
は
自
由
参
加
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
年
末
調
整
説
明
会
対
象
以

外
の
方
も
参
加
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
14
日
㈬

年
末
調
整　

午
後
１
時
�0
分

消
費
税　
　

午
後
３
時
40
分

■
場
所　

役
場
２
階 

研
修
室
２

　

水
道
の
維
持
管
理
の
た
め
、
次
の

日
程
で
配
水
管
の
排
水
作
業
を
実
施

し
ま
す
。
一
部
地
域
に
お
い
て
、
給

水
に
支
障
を
き
た
す
（
減
水
、
濁
水

な
ど
）
こ
と
も
予
想
さ
れ
、
ご
利
用

さ
れ
る
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
７
日
㈬

　

12
時
〜
午
後
５
時

■
場
所　

ひ
じ
り
野
団
地
水
道
、
か

つ
ら
町
団
地
水
道
、
中
央
地
区
水

道
（
つ
つ
じ
町
・
南
町
）、
さ
く

ら
町
団
地
水
道
、
緑
町
団
地
水
道

　

館
内
設
備
点
検
の
た
め
、
温
泉
施

設
・
宿
泊
施
設
と
も
に
全
日
休
館
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
休
館
日　

11
月
28
日
㈬

　

降
雪
期
が
間
近
に
迫
っ
て
き
ま
し

た
。
次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し
て
、

快
適
な
冬
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

①
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

②
屋
根
の
雪
や
つ
ら
ら
は
放
置
し
て

お
く
と
危
険
で
す
。
こ
ま
め
に
雪

下
ろ
し
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
道
路
で
の
雪
遊
び
は
危
険
な
の
で

や
め
ま
し
ょ
う
。

④
路
上
に
器
物
を
置
く
と
除
雪
作
業
の

障
害
に
な
る
ほ
か
、
事
故
の
原
因
に

も
な
る
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

【
冬
期
間
の
雪
た
い
積
場
に
つ
い
て
】

　

各
家
庭
で
除
雪
し
た
雪
に
つ
い
て

は
、
町
道
1�
号
線
忠
別
川
河
川
敷
を

雪
た
い
積
場
と
し
て
利
用
で
き
る
予

定
で
す
。

■
利
用
時
間　

午
前
８
時
〜
午
後
６
時

※
雪
た
い
積
場
の
た
め
、
雪
と
一
緒

に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
こ
と
は
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

　

町
内
事
業
者
の
方
に
、
希
望
に
よ

り
実
費
で
戸
別
受
信
機
の
設
置
を
い

た
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ま
ち
づ
く

り
推
進
課(

☎
8�
―
２
１
１
３)

に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
戸
別
受
信
機
料
金２

万
２
０
０
０
円

●
設
置
調
整
費
な
ど

１
万
６
０
０
０
円（
必
要
な
場
合
）

※
ア
ン
テ
ナ
工
事
が
必
要
な
地
域

は
、
別
に
ア
ン
テ
ナ
部
品
代
と

工
事
費
が
か
か
り
ま
す
。

˙͍߹Θ ɾͤਃࠐΈɹ݈߁;͘͠ ՝�;͘͠ άϧʔプʢὸ�������ʣ

ɹ町ではɺੜऀځࠔ׆のͨΊにແ料まͨはֹで診
ྍΛߦう事業ʰແ料ֹ診ྍ事業ʱΛར用͞れてい
Δํ͕ༀہでの調ࡎॲํΛ͞れͨ場合にɺ調ࡎॲํ
にΔ費用のશ෦まͨはҰ෦Λ助していますɻ
˞調ࡎ費は保険ద用のରとなΔものに限りɺ΄͔
のެతな制度でڅ͞れΔものはର֎ですɻ

˞ର期ؒはॳΊてड診しͨ日͔Β３͔月Ҏ内ですɻ

˙ແྉֹྍʹつ͍ͯ
ɹࡁܦత理༝によりҩྍ費の支い͕ࠔなํ͕ੜ
などによりඞཁと認ΊΒれͨ場合にɺҩྍ費گঢ়׆
のҰ෦ෛ୲金͕減ֹまͨは໔আ͞れΔ制度ですɻ
ɹۙ߫では道北ۈҩڠҰ௨පӃと道北ۈҩڠҰ

ΫϦニοΫで࣮ࢪしていますのでɺແ料ֹ診ྍ事業
Λར用͞れͨいํはɺԼهまでご相談くͩ͞いɻ
・道北ۈҩڠҰ௨පӃ（ὸ 0166��4�2111）
ɹ住ॴɿ旭川ࢢ東ޫ１１ஸ１ʵ１̓
・道北ۈҩڠҰΫϦニοΫ（ὸ 0166��4�11�6）
ɹ住ॴɿ旭川ࢢ東ޫ１１ஸ１ʵ１̒

˙ਃʹつ͍ͯ
ɹༀہにҰ度調ࡎॲํ費用Λお支い
いͨͩくํ๏とɺあΒ͔͡Ίొ͞れ
ͨༀہΛར用し町͔Βༀہに助
金Λお支いすΔํ๏͕ありますɻ申についてඞ
ཁなものなどはおい合わͤくͩ͞いɻ

年
末
調
整
等
事
務
お
よ
び
消
費
税

軽
減
税
率
制
度
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

税
務
課
☎
83
―
２
１
１
９

森
の
ゆ
花
神
楽�

休
館
の
お
知
ら
せ

森
の
ゆ 

花
神
楽
☎
83
―
３
８
０
０

実
施
し
ま
す

水
道
維
持
管
理
作
業

建
設
水
道
課
建
設
Ｇ
☎
83
―
５
４
１
４

冬
を
快
適
に

も
う
す
ぐ
降
雪
期

建
設
水
道
課
建
設
Ｇ
☎
83
―
５
４
１
４

事
業
者
向
け
防
災
行
政
無
線
戸
別

受
信
機
の
取
り
ま
と
め
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
☎
83
―
２
１
１
３
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平
成
�0
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
に
つ
い
て
、
所
得
税
お
よ

び
住
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
（
領
収
書
ま
た
は
控

除
証
明
書
）
の
添
付
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
平
成
�0
年
１
月
１
日

か
ら
10
月
１
日
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い

て
は
『
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
』
が
11
月
上
旬

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の

際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は

領
収
書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
�0
年
10
月
２
日
か
ら

12
月
�1
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め

て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

方
に
つ
い
て
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
。 

な
お
、
家
族
の

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
場

合
も
、
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に

加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
家

族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を

添
付
の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
『
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
』
に
つ
い
て
の
ご

照
会
は
、
控
除
証
明
書
の
は
が
き
に

表
示
さ
れ
て
い
る
電
話
番
号
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

　
　
　
　

　

灯
油
が
も
れ
る
と
住
宅
火
災
の
恐

れ
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
河
川
や
地

下
水
を
汚
染
し
、
環
境
破
壊
を
ひ
き

お
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
灯
油
が

地
下
に
し
み
こ
ん
だ
場
合
、
地
下
水

が
飲
用
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
油
を

含
ん
だ
土
砂
や
地
下
か
ら
し
み
こ
ん

だ
油
を
取
り
除
く
た
め
、
莫
大
な
費

用
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
冬
期
間
に
向
け
、
暖
房
用
の

灯
油
を
給
油
す
る
機
会
が
増
え
ま
す

が
、
給
油
の
前
に
あ
ら
か
じ
め
次
の

こ
と
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

①
灯
油
タ
ン
ク
か
ら
の
配
管
に
ひ
び

割
れ
や
極
端
に
負
担
が
か
か
っ
た

『
ま
が
り
』
は
な
い
か
。

②
管
が
埋
設
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
物

な
ど
を
置
い
て
い
な
い
か
。

③
空
き
家
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
入
居
し

た
場
合
、
管
の
劣
化
や
破
損
は
な

い
か
。

④
灯
油
タ
ン
ク
下
の
地
面
に
黒
い
灯

油
の
落
ち
た
あ
と
（
シ
ミ
）
は
な

い
か
。

⑤
灯
油
タ
ン
ク
は
傾
い
て
い
な
い

か
。
足
の
固
定
は
し
っ
か
り
し
て

い
る
か
。

送
付
さ
れ
ま
す

『
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
』

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
☎0570-003-004

灯
油
缶
の
劣
化
・
破
損
に
よ
る

灯
油
も
れ
事
故
に
ご
注
意
を

く
ら
し
の
窓
口
課
衛
生
Ｇ
☎
83
―
５
４
０
２

　　

農
業
委
員
会
か
ら
農
業
者
年
金
の
加

入
募
集
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
対
象
者　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
で

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
、

国
民
年
金
保
険
料
納
付
の
全
額
ま

た
は
一
部
免
除
者
で
な
い
こ
と
。

・
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
あ

り
、
付
加
年
金
に
も
加
入
す
る
こ

と
が
条
件
で
す
。

■
納
付
期
限　

月
２
万
円
〜
６
万
７

　

０
０
０
円
の
間
で
、
１
０
０
０
円

単
位
の
額
を
自
分
で
設
定
で
き
ま

す
。
納
付
金
額
は
農
業
経
営
状
況

や
老
後
設
計
に
応
じ
て
い
つ
で
も

変
更
可
能
で
す
。

※
認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
者
で
あ

る
な
ど
の
要
件
を
満
た
し
た
方
に

は
、
保
険
料
の
国
庫
補
助
が
あ
り

ま
す
。
い
つ
で
も
加
入
で
き
（
加

入
申
し
込
み
・
相
談
窓
口
は
東
神

楽
農
協
金
融
共
済
課
ま
た
は
農
業

委
員
会
事
務
局
）、
農
業
者
年
金

は
積
立
方
式
の
た
め
、
加
入
時
期

や
期
間
に
関
わ
ら
ず
納
め
た
保
険

料
は
将
来
年
金
と
し
て
受
け
取
れ

ま
す
。
ま
た
、
納
め
た
保
険
料
は

全
て
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

農
業
者
年
金

加
入
者
募
集
の
お
知
ら
せ

農
業
委
員
会
☎
83
―
５
４
４
０

年
　
　
　
金

˙町道ຽ੫ɾݻఆ࢈ࢿ੫ɾܭࢢը੫ 	 ୈ̏ظ 

ྉݥอޢྉɾհݥอ߁ຽ݈ࠃ˙ 	 ୈ̑ظ 

ྉݥ者ҩྍอྸߴظޙ˙ 	 ୈ̑ظ 

ɹฏ �0 年度町税や各種保険料などの納期限は 11
月 �0 日 ですɻ納期限Λա͗て͔Β納ΊΒれΔ場
合ɺԆ金͕͔͔Δこと͕ありますのでɺ納期限ま
でに納くͩ͞Δようお願いしますɻ
ɹまͨɺපؾ・ෛই・ࣦ業・事業の産などにより
ੜ͕׆ஶしくځࠔしͨ場合やࡂによりඃΛड
͚納期限内に納ΊΔこと͕ࠔな場合にはɺ੫՝
ऩೲରࡦάϧʔプʢὸ �������ʣまでご相談くͩ͞
いɻ
લʹ࿈བྷΛ͍͚ͨͩΕؒの૬ஊड͚ࣄ˞
͚͍ͯ͠·͢ɻ

˙͍߹Θͤ�੫՝ऩೲରࡦάϧʔプʢὸ�������ʣ

ʲ༗料広ࠂʳ
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平
成
�1
年
度
高
等
工
科
学
校
生
徒

を
募
集
し
ま
す
。

【
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
一
般
）】

■
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
す
る
中
卒(

見
込

み
含
む)

以
上
1�
歳
未
満
の
男
子

(

平
成
�1
年
４
月
１
日
現
在)

■
受
付
期
間

　

11
月
１
日
㈭
〜

　

平
成
�1
年
１
月
７
日
㈪
ま
で

■
試
験
日

　

第
１
次
試
験

　

平
成
�1
年
１
月
19
日
㈯

■
試
験
会
場

　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地（
旭
川

市
春
光
町
）

自
衛
官
候
補
生
な
ど
を
募
集
し
ま
す

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
南
地
区
隊

☎
54
―
５
６
１
７

ื
ɹ
ɹ
ɹ
ू

ɹਓࣜのҊ内ঢ়はɺฏ �0 年 11 月末ࡏݱで
東神楽町に住ॴのあΔํΛରにɺ12 月中०にૹ
しますɻब৬・ਐֶなどで東神楽町に住ॴのない
ํでもཁ݅に֘すΔํはࢀՃで͖ますのでɺ地域
のؾݩづくり՝までおい合わͤくͩ͞いɻ

˙日࣌ɹฏ �1 年１月 1� 日 
˙डɹ12 ～࣌
˙ॴɹ૯合ࢱ会館̎֊େϗール
˙ཁ݅ɹᶃฏ 10 年 4 月 2 日͔Βฏ 11 年̐月１日ま

でにੜまれͨํでɺ保ऀޢの住ॴ͕町内にあΔํ
ᶄ東神楽中ֶߍΛଔ業しͨํ

˙͍߹Θͤɹ11 月 �0 日 までに地域のؾݩづくり՝まで

˙͍߹ΘͤɹҬのͮؾݩ Γ͘՝ʢὸ�������ʣ

ɹもちつ͖ɺおखۄɺおは͖͡ɺ͚ΜۄɺίϚճしや
あやとりなどの昔のあそびΛମݧすΔこと͕で͖ますɻ

˙日 ɹ11࣌ 月 2� 日 
ɹɹɹɹɹޕલ࣌̕ �0 ～࣌１ޙޕ 10 
˙ ॴɹ૯合ࢱ会館
˙ରऀɹ町内ࡏ住の小・中ֶੜ
Ճඅɹ100ࢀ˙ ԁ（保険料・ࡐ料費）
˙ਃࠐΈɹ11 月̑日㈪までに૯合ࢱ会館まͨはふ

れあい交流館まで申込用ࢴΛఏग़いͨͩ
く͔ɺ地域のؾݩづくり՝（ὸ 8��540�）
までおిでお申し込Έくͩ͞いɻ

˙͍߹Θͤɹ町ࢠ࿈ࣄہʢҬのͮؾݩ Γ͘՝ʣʢὸ83-5407ʣ

ɹɹɹɹɹޕલ࣌̕ �0 ～࣌１ޙޕ 10 

˙͍߹ΘͤɹѴۭߓϏϧࣜגձࣾɹӦۀ෦ʢὸ83-3939ʣ

˙ͦのଞ
˓旭川空港றं場は༗料ですɻ日はɺறं場の͕ࠞࡶ༧
ଌ͞れますのでެڞ交௨ؔػのごར用Λお願いしますɻ

˓ఱީなどの理༝によりɺ༧ࠂなく中ࢭ・中அすΔ場合
͕ご͟いますɻ

˓イベント開࠵期ؒ中にえΔ࿏線όεԟ෮ແ料νέο
ト（+3 旭川Ӻー旭川空港）Λ配布しますɻৄしくはϗー
ϜϖーδΛごཡくͩ͞いɻ（11月１日 より配布༧定ɻ）

ʓイベントのৄࡉはɺ
IUUQT���XXX�BBQC�
DP�KQΛご֬認Լ͞いɻ

ɹ11 月 22 日 ɺ旭川空港に国際線ターミナル͕オープン
しますɻオープンにいɺ11 月 2� 日 ～ 11 月 25 日 ま
での３日ؒɺオープンニングイベントΛ࣮ࢪしますɻ
ɹ地ݩや国際৭๛͔なグルϝΛתで͖Δ৯のϒーεやɺ楽
しい作教室（༗料ɺྔ限定）のϒーεΛは͡Ίɺߤ空会
ࣾによΔイベントやΩοζεςーδなどΛاըしていますɻ
˙日࣌
ʓ国際線ターミナルオープンɹ11 月 22 日 
ʓΦʔϓχϯάΠϕϯτɹ11月 ��  ʙ �� 
લޕ 10 �2）࣌３ޙޕ～࣌ 日ɺ24 日）
લޕ 10 25）࣌̎ޙޕ～࣌ 日）

˙ॴ
旭川空港ターミナル
住ॴɿ˟ 0�1�1562

্川܊東神楽町東 2線 16 ߸ 98 ൪地 ˞国際線ターミナルイϝーδ図
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˙͍߹Θ ɾͤਃ͠ࠐΈɹݐઃਫಓ՝ཧάϧʔプʢὸ83-5413ʣ

˙ืूॅ
１ɹ地域優良賃貸住宅ɹ͞くΒ町ஂ地̎
18�1 ౩・18�2 ౩（ೆ̎̎ஸ）
（64�21ᶷ）̡̠̙̎（֊の１ݐ֊̎）
ઃ年度ɹฏݐ �0 年度ɹ各౩ ށ̐ܭɹށ2
１̡̙̠（48���ᶷ）（֊の̎ݐ֊̎）
ઃ年度ɹฏݐ �0 年度ɹ各౩ ށ̎ܭɹށ1
３̡̙̠（80�49ᶷ）（֊の̎ݐ֊̎）
ઃ年度ɹฏݐ �0 年度ɹ各౩ ށ̎ܭɹށ1

˙Ո
ʲ18�1 ౩・18�2 ౩ڞ௨ʳ月ֹ（ݻ定）
１̡̙̠ɹ4��00 ԁ
̡̙̠̎ɹ58100 ԁ
３̡̙̠ɹ�2�00 ԁ

˙ೖ֨ࢿऀډ
ɹ子育てੈଳ・ੈऀྸߴଳ・োऀੈଳのいͣ
れ͔に֘すΔํであってɺ࣍の݅すてに֘
しɺऩೖ͕ऩೖج४に֘すΔํ
していΔことځࠔに住宅にݱ・
・税・用料などΛ納していないこと
・ೖډしようとすΔऀશ員͕ྗஂ員でないこと
˙ऩೖج४
ɹೖऀډશ員のॴಘ月ֹ͕ 158000 ԁҎ্
48�000 ԁҎԼ（ॴಘの月ֹとはɺऩೖֹより税
๏্のॴಘֹΛࢉग़してɺ࣍に֘すΔ߇আֹΛ
ࠩしҾ͖ɺ12 ϲ月でׂっͨ金ֹですɻ）
・߇আɹɹɹɹɹɹ1ਓにつ͖ �80000 ԁ
・ਓැཆ߇আɹɹ1ਓにつ͖ 100000 ԁ
・ಛ定ැཆ߇আɹɹ1ਓにつ͖ 250000 ԁ

・ಛผো͕いऀ߇আɹɹ1ਓにつ͖ 400000 ԁ
・ো͕いऀ߇আɹɹɹɹ1ਓにつ͖ 2�0000 ԁ
・Չ්（）߇আɹɹɹɹɹɹɹɹ2�0000 ԁ
( ͨͩしɺॴಘ͕ 2�0000 ԁະຬのと͖はそのॴ
ಘ金ֹ )
˙ਃ͠ࠐΈ
ɹݐઃ水道՝にஔいてあΔ申込書（ϗーϜϖーδ
͔Βμンローυで͖ます）にඞཁ事߲Λهೖԡ
ҹのうえఏग़してくͩ͞いɻ
ʲඞཁ書ྨʳ
・ೖऀډશ員のݸਓ൪߸֬認書ྨ（ݸਓ൪߸
Χーυɺ௨൪߸Χーυなど）およびఏग़ऀの
ຊਓ֬認書ྨ（ӡస໔ূڐɺཱྀ݊など）（ఏࣔ）
Ҏ֎にもఴ書ྨ͕ඞཁな場合͕ありまه্・
すのでɺݐઃ水道՝管理グループ（ὸ 8��541�）
までおい合わͤくͩ͞いɻ

˙डؒظ
ฏ �0 年 11 月 12 日㈪ޕલ̔࣌ �0 ͔Β
ฏ �0 年 11 月 26 日㈪࣌̑ޙޕ 15 まで
˙ఏग़ઌ
東神楽町ݐઃ水道՝管理グループ
˞༣ૹ͞れΔ場合はɺඞͣಛ定ه༣ศでおૹ
りくͩ͞い（࠷終日ඞணとします）ɻ

˙ͦのଞ
ɹืूށΛえΔ申し込Έ͕あっͨ場合はɺೖ
委員会まͨはެ開நબ会によりܾ定すΔߟબऀډ
༧定ですɻ
ɹৄしい内༰はɺݐઃ水道՝管理グループ（ὸ
8��541�）までおい合わͤくͩ͞いɻ

１֊ؒऔり図 ̎֊ؒऔり図

ʪ͞くΒ町ஂ地̎ؒऔり図d18�1 ౩・18�2 ౩ڞ௨ʫ
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˙͍߹ΘͤɹҭබηϯλʔɹՖのӺʢὸ83-3356ʣ

ۼশުא✿
લޕ 10 ͷ߹͕͋りま͢ʣߋళͳͲมٳʢ࣌̐ޙޕʙ࣌
東神楽町南̎条東̎丁目ʢதԝอҭԂཪʣ

ɹळもਂまりʮ花のまちʯ͔Β花͕消えましͨɻこれ͔Βいいౙ͕始まりますͶɻ
ɹ北ւ道のΨーσニングは１年の半͕オϑγーζンɺ東神楽もしばΒくのؒはʰ花のまちʱΛ͡ײ
Δこと͕で͖まͤΜでしͨɻし͔しɺࠓ年͔Βはҧいますɻh 花のӺʱのౙؒق営業͕ຊ֨始ಈしますɻ
ɹ֎はౚれΔઇのقઅとなります͕ɺh 花のӺʱではいΖいΖな花Λ࡙͔ͤていますɻౙのؒもஆ͔い室
内で楽しΊΔ花などのൢചɺ͞ま͟まなମݧ会や講श会も開࠵༧定ですɻまͨɺདྷय़のΨーσニングγー
ζンに͚ͨ४උΛおखいすΔاըなどもܭը中ですɻৄしいใはϑΣイεϒοΫϖーδでお
Βͤの༧定ですɻお楽しΈにɻ

ɹ町中には花͕ແいౙのؒɺ育බηンターではԿ͕ߦわれていΔのでしΐう͔ʁɹ
ʰ花のまちɹ東神楽ʱの町中͕花で࠼Βれ始ΊΔのはྫ年̐月中Լ०ࠒです͕ɺその४උはϲ月もલに
始まっていますɻय़の定൪ύンδー・Ϗオϥはલ年̔月͔Βɺそのଞの花もલ年 11 月ࠒよりॱ࣍種Λࣘ
͖育ててい͖ますɻ֎はਅっനなઇに෴われていΔقઅでもɺ育බηンターのϋεの中には小͞な花
බ͕育っていΔのですɻϋε̒౩のύンδー・Ϗオϥ・॓ࠜ各種はઇのԼでɺౙのؒஆΊΒれͨϋ
ε̎౩にはそのଞの花͕ΪϡΪϡ٧Ίでഓ͞れय़Λっていますɻ
ɹそΜな花බのҰ෦はɺ町ຽؐൢݩചで町内の各ՈఉΛ࠼っͨりɺചॴʰ花のӺʱΛ௨しۙྡࢢ町のํʑ
にもごར用いͨͩいͨりしていますɻh 花のまち 東神楽ʱの花は東神楽ࣗΛ
り始Ίていますɻ࠼ΔのΈなΒͣɺそのपล地域も࠼
ɹ地場産の花බΛ花ஃに用しͨりɺֶߍやެຽ館などの׆ಈで花බΛ育て
ͨりすΔྫはଟʑあります͕ɺ町中の花ΛまΔごと町͕ࣗ育てていΔྫは
গない模༷ですɻこれはͨࢲちのʰ花のまち 東神楽ʱのେ͖なಛのҰつで
はないでしΐう͔ɻ

⿅育බηンターϑΣイεϒοΫ
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দຊ�༑ཬ

̔ɾ̕ɾ1�月ͷ׆ಈใࠂʹ͍ͭͯ
　８月下旬には大人の水中運動教室、「火曜日ですけど
すーいすい！」と言ってくださった参加者の皆さま、ど
うもありがとうございました。小学校の水泳授業もいよ
いよ発表会、「無理無理」と言って潜れずにいた男の子が、
ビート板なしで誰の手も借りずバタ足で泳いで進めるよ
うになった姿をはじめ、たくさんの感動がありました。
最終日の自由時間には、手縫いで作った不安定な浮く橋
を持っていきました。沢山の生徒さんが渡りきろうとチャ
レンジしてはジャボンと落水、全身で楽しんで遊んでく
れて、頑張って作った甲斐がありました。水泳授業が終
わってからは、マラソン大会と、体力測定の支援で小学
校へ行きました。
　９月には、東神楽小学校 PTA 主催の行事で親子レクに
呼んでいただき、子育て世代のお父さんお母さん、生徒
さん、先生方と、脳と体を元気に使いました。
　自然観察講座では、紅葉の始まった浮島湿原へ行きま
した。天気と足元が悪い中でしたが、ぜいたくな貸し切

りでじっくりと散策でき、ガイドさんの話はとても勉強
になりました。温泉付きで、よろこんでいただけたよう
に思えます。
　10月には『秋のチャレンジデー』が、たくさんの方々
にご参加いただき無事終わりました。私自身は、朝のラ
ジオ体操を壇上で行ったり、有酸素運動と筋トレを交互
に行うボールを使ったサーキットトレーニングを担当し
たりと、参加者の皆さまと体を動かしました。
　全 10回から全 15 回になった『やさしいエアロビクス
教室』『体がかたくてもヨガ教室』も早いものでそろそろ
10回目、10月には、地域包括支援センター『足腰げんき
教室』が始まり、イスに座ったままの軽い運動や脳トレ、
ふまねっとなどを２会場で行っています。
　近年『人とのつながり』が健康長寿に与える影響は禁
煙にも匹敵するとも言われています。運動だけではなく
おしゃべりや交流の場として、気軽に来ていただける雰
囲気作りをいつも心がけております。

ϦΣʔϯɾδʔϯ

　9月 6日㈭に、北海道胆振地方で大地震
が起きました。これは、私が北海道に住み
始めてから体験した 2回目の地震でした。
　2011 年東日本大震災の時、旭川市に住
んでいた私は、あまり影響されなかったた
め、震災対策についてテレビで見た限りで
した。しかし、今回の地震で町内も断水や
停電し、多くの被害者の一人になっていた
私は、身を持って経験しました。
　当日目覚めたきっかけは、停電のため防
災行政無線機の「電池に切り替えました」
の音でした。何秒後かに地震が起こって、
防災行政無線放送もスマートホンの防災速
報アプリも通知が来ました。こんなに早く
情報が来たおかげで、震度３の地震があっ
た中、海外に住んでいる家族に安否報告が
でき、とても感謝しています。

　断水と停電のため、町では給水所と避難
所を開設しました。高齢者世帯や障害があ
る人の安否確認（電話または訪問）、水や
食事の配達、復旧作業などを見て感心しま
した。民間業者も商品（お弁当、惣菜）やサー
ビスを提供しました。そして、長蛇の列や
個数限定なのに、日本人の皆さんはけんか
や苦情なく、きちんと並んでお金を払って
いました。皆さんの助け合いには、とても
感動しました。この経験をした私は、「災
害は大変ですが日本にいて良かった！」と
思いました。
　今でも被災地では、仮設住宅で生活するな
どの不便を強いられています。復興していく
ためには、観光の促進などを通して、経済を
回すことが大事です。日本人の力を借りて、
私も頑張りたいと思います。

ࡂରࡦ
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洗濯が大好きな母ちゃんが洗濯板で、家中のもの
全てを洗ってしまいます。子ども達や、猫や犬、
そして靴や傘までも、みんな洗濯して干されてし
まいます。干された子どものヘソを狙って雷様が
落ちて来ますが、母ちゃんは雷様まで洗濯 ! ゴシ
ゴシ洗ったので、雷様の顔からは、目も鼻も口も
きれいさっぱり。でも、新しい顔を描いてもらい
大満足で、空に帰っていきます。しかしその翌日
に、更にびっくりすることが起きます。

˙ 東神楽町図ॻؗ　ὸ 83-4646

のಛू݄ࠓ
図書館ͰಛूίʔφʔΛઃ͚
ͯɺςʔϚʹԊͬͨຊΛ·ͱΊͯ
ஔ͍͍ͯ· ɻ͢

͓͏·の͓͜
͓ͳ͠ձ
ֆຊΛ楽͠Ήձh ͓ ·͏の͓͜ʱʹ ΑΔ
͓ͳ͠ձ
˙日ɹ࣌ɹ11月24日ɹޕલ10�0࣌～
˙ɹॴɹふれあい交流館
Ճྉɹແ料（事લ申し込Έෆཁ）ࢀ˙
˙͍߹Θͤɹ東神楽町図書館 （ὸ8�ʵ4646）

Πϕϯτ案内

˙Ұൠ書ɹϗοͱҰଉɺຊͱҰଉ
の͓ͳ͠ࠃ֎ಐ書ɹࣇ˙

ҰਓになりͨいஉΛฉいて΄しいঁ （δϣングϨイ）
ঁ子のͨΊのʮखに৬ʯ図ؑ  （՚Ҫ༝རಸ）
ϒϥοΫߍଇ  （Ԯ্νΩ）
ࣗӴୂイϥΫ日ใ  （Ӵল）
ळ෩Ӌ৫の教えਓੜは半ɺ੨いɻ  （ळ෩Ӌ৫）
オタΫ͚ͩどɺオトナなのでɻ  （ਪしやし委員会）
γルόー川༄ඦ歳όンβイฤ（Έや͗γルόーωοト）
े川ࠪ൝のʮܾஅʯ  （ଜژଠ）
いっしΐに͔えΖう  （ϋイロϒイトϥΰ）
プーとେਓになっͨ  （ΤϦβベεルυニοΫ）
す͖ま地ଂ  （室Ҫ࣎）

େਓोΊし͔͚Ίし  （ӻ子ࢢ）
ͨま͞ΜちのおおΒ͔なおやつ  ( 中川ͨま )
ϑϥイύンࣽ  （Տխ子）
組合員とਐΊΔ̟̖ࣗݾվֵ  （Ҫޛݡ）

11月22日 は月末図書整理日のͨΊ休館日とな
りますɻຊΛฦ٫͞れΔํは図書館ཪޱのϒοΫ
ϙεトɺまͨはふれあい交流館Λごར用くͩ͞いɻ

図書ࡧݕγεςϜΛ
͝ར༻ͩ͘͞ ʂ͍
ɹインターωοトで東神楽町図書館の図書ࡧݕγε
ςϜ͕ར用で͖ますɻ町のϗーϜϖーδ͔Βh 図書
γεςϜࡧݕ ΛɦΫϦοΫすΔ͔ɺӈ্の̧̦ίーυ
ΛಡΈऔΔことでϖーδ͕දࣔ͞れますɻ
γεςϜΛར用してɺ図書の༧もՄですɻࡧݕ˞
ɹ（༧は図書館でύεϫーυのऔಘ͕ඞཁです）

̝̤ ʢ̘)igashikagura�0NotFnashi�$luCʣʹ Α
ΔӳޠのֆຊΑΈ͖͔ͤձͰ͢ɻ
˙日ɹ࣌ɹɹ11月15日 ɹ࣌３ޙޕ～
˙ɹॴɹɹ東神楽町図書館ɹ̎֊ࢹௌ֮室
Ճྉɹɹແ料（事લ申し込Έෆཁ）ࢀ˙

̝̤̘͍͑͝Ͱ͓ͳ͠ձ
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(木)
■認定こども園花の森願書配布（ P4）
■東神楽幼稚園願書配布（ P5 ）
■中央保育園・東聖小規模保育園願書配布（ P5 ）

(金)
■東神楽町教育支援委員会講演会（ P11 ）
■東聖こばと幼稚園願書配布（ P5 ）
■東聖こばと幼稚園説明会（ P5 ）

(金) (土)

(土) 【文化の日】 (日) つ

(日) つ (月) ■子育て教育相談（ P16 ） 図

(月) ■認定こども園花の森説明会（ P5） 図 (火) ■ぱれっと健康相談（ P16 ）

(火) (水) ■わくわく教室（ P16 ）

(水) ■水道維持管理作業（ P19 ） (木) ■東神楽幼稚園説明会（ P5 ） 図

(木) (金)
【勤労感謝の日】
■昔あそび広場（ P21 ）
■旭川空港国際線ターミナルオープニングイベント（ P21 ）

つ

(金) (土) ■おうまのおやこ おはなし会（ P25 ）

(土) ■まちづくり懇談会（ P18 ） (日) つ

(日) つ (月) 図

(月) ■子育て講座（ P16 ）■地域優良賃貸住宅申込開始（～26日㈪まで）（ P21 ） 図 (火) ■すくすく広場（ P16 ）■よちのび広場（ P16 ）

(火) ■助産師健康相談（ P16 ） (水) ■１歳半・３歳児健診（ P16 ）■森のゆ花神楽休館（ P19 ）

(水) ■にこにこサロン★志比内（ P16）■年末調整事務・消費税軽減税率制度説明会（ P19 ） (木)

(木)
■助産師健康相談（ P16 ）
■乳児健診（ P16 ）
■HOCえいごでおはなし会（ P25 ）

(金)
■これっと健康相談（ P16 ）
■ふれあい交流館北央信用組合ATM営業終了日（ P20 ）
■町税・各種保険料の納期限（ P20 ）

つ 図休館日案内 東神楽町図書館交流プラザつつじ館

〒 071-1592  北海道上川郡東神楽町南１条西１丁目
TEL  0166-83-2113   FAX  0166-83-4180
発行日 / 平成30年10月25日発行　発行者 / 東神楽町　編集者 / まちづくり推進課
h t tp : //www. town . h i ga sh i k agu r a . l g . j p
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